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令和３年５月３日、中山防衛副大臣及び大西防衛政務官は大阪府内の「大規模接種

センター」の候補地２ヶ所を確認しました。その後、第２回大規模接種対策本部会

議を開催し、「大阪府立国際会議場」にセンターを設置することを決定し、近畿中部

防衛局において記者会見し、「新型コロナウイルス感染症の拡大防止という国家の危

機に対し、防衛省・自衛隊が保有する能力や知見を十分に活かし、ワクチンの大規

模接種に全力で取り組んでいきたい」と述べました。



　令和３年３月２４日（水）、川崎重工業株式会社神戸工場（神戸市中央区）において、平成２８年度

計画潜水艦の引渡・自衛艦旗授与式が行われ、新型コロナウイルス感染症対策を講じつつ、約２２０人

の関係者が出席しました。

　引渡式では、川崎重工業株式会社の橋本康彦社長から中山泰秀防衛副大臣へ「引渡書」が手渡され、

引き続き行われた自衛艦旗授与式では、防衛副大臣から艦長へ、艦長から副長へ「自衛艦旗」が手渡さ

れました。その後、海上自衛隊呉音楽隊が吹奏する軍艦マーチにあわせ、自衛艦旗を捧持した副長を先

頭に乗員が艦上に整列後、艦長が乗艦し、艦長の出迎えのもと、防衛副大臣が乗艦され、君が代の吹奏

にあわせて、自衛艦旗が艦尾旗竿に掲揚されました。

　「とうりゅう」は海上自衛隊の主力潜水艦「そうりゅう」型の最後となる１２番艦であり、全長８３．

7メートル、全幅９．１メートルで、１１番艦「おうりゅう」に続きリチウムイオン電池を搭載するこ

とによって、長時間水中を潜航できるためこれまでの潜水艦より探知されにくい特徴を持っています。

　近畿中部防衛局においては、４年２ヶ月にも及ぶ長期の建造期間中、契約の適正な履行を確保するた

めに、調達部装備課の職員が監督及び検査業務に従事してきました。特に今年度のコロナ禍における海

上公試においては、一人の陽性者発生が海上公試中断のリスクとして懸念されていたことから、検査官

は乗艦１４日前から体温測定、密になる場所への立入りの有無、体調の変化等の確認を厳重に実施し、

乗艦許可を受けたうえで海上公試の検査を実施しました。幸いにして、今回の海上公試においては一人

のコロナ患者を発生させることなく、無事に完工させることができました。



令和３年４月２５日（日）、富山駐屯地において、富山駐屯地協力会長 堂故　茂 参院議員及び夏野　修

砺波市長をはじめとする富山県、砺波市、駐屯地協力会、関係自治会及び工事関係企業の方々が来賓

として列席され、駐屯地拡張工事完成記念式典が開催されました。

富山駐屯地の拡張は、北陸地区の災害対応等体制強化と駐屯地の機動性の向上を目的として平成２９年

の駐屯地隣地の取得などからはじまり、平成３１年に大型輸送ヘリコプターの離着陸場や訓練施設等の

整備工事に着手し、令和３年３月に完成しました。この大型輸送ヘリコプターの離着陸場は、周辺地域

の方々からも、地域の防災力強化に寄与するものとして早期の整備が期待されていました。拡張工事の

終盤の令和３年３月までの冬は、降雨や降雪と共に強風の日が多い北陸地方特有の気象に加え、さらに

は富山駐屯地が災害派遣出動をする３５年ぶりの豪雪に見舞われ、工事を進めるには、大変厳しい状況

となりましたが、創意工夫をもって工事を円滑に進め、無事、予定のとおり完成することができました。

富山駐屯地拡張工事を進めるにあたり、富山県、砺波市、関係自治会及び工事関係企業の方々には、格

別のご理解とご協力をいただき、改めて、厚く感謝申し上げます。当局は、今後も、周辺地域の皆様の

お声を伺いながら、地元に根付く自衛隊の施設を整備して参ります。
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